
第三次きみつ教育 創・ 奏５か年プラン（ 君津市教育振興基本計画）

（ 素案） に係るまちづく り意見公募手続の実施結果について

教育委員会

平成２９年１ ２月１日から平成３ ０年１月５日まで意見募集を行ったところ、以

下のとおり意見がありました。

１ 意見の件数

意見数 ３０件（ 提出者数 ３人）

２ 提出方法

書面の提出 ４件 郵送 件

Fax 件 電子メール ２６件

３ 意見の概要及び市の考え方

市の対応区分

対応区分 意見の件数

Ａ 意見をもとに、施策案を修正したもの ５件

Ｂ 意見の考え方が施策案に含まれていたもの １ ６件

Ｃ 意見を施策案に反映しないもの ６件

Ｄ その他、施策案に直接関係ないもの等 ３件

意見の概要

対

応

区

分

市の考え方

１ 従来の計画は子どもの教育に偏

っていたため、「 大人の学び」 が

計画に入り良かった。

Ｂ 次期計画では、これまで取り組ん

できた次代を担う「 君津っ子」 の

育成の重要性を十分認識しなが

ら、社会教育や文化・ スポーツ振

興など、市民全体を包括した取組

みを進めてまいります。

２ 「 まちづく りは人づく り」 とまち

づく りの視点が入り期待してい

る。大人が学ぶ社会教育は重要で

あるが、子どももまちを作る形成

者の一員であるという視点もほ

しい。

Ｂ 学校は社会の形成者としての基

本的な資質を養う場であること

から、子どもたちもまちづく りを

担う一員であり、その視点を踏ま

えた取組みを進めてまいります。



３ 学びの機会創出の手掛かりとし

て「 市民協働」 の視点も計画に追

加してほしい。

Ｂ 各施策の推進に向け、「 市民協働」

の視点を踏まえて取り組んでま

いります。

４ 計画の名称について、「 人を創る」

という言葉は、おこがましいので

使わない方がよい。「 君津市教育

振興計画」 だけにするか、まちを

つく る方にしてはどうか。

Ｃ 教育の継続性・ 安定性の確保に配

慮し、 これまでの取組みを継承・

発展させるため、従前の計画名を

踏襲することといたしました。

５ 平成の元号に３ ４ 年はありえな

いので、今回は西暦で表記しては

どうか。

Ａ Ｐ ３ の計画期間における表記に

ついて、西暦を併記します。

６ 第１章について、他の計画との位

置づけがあり、わかりやすい。た

だ、君津市教育大綱の内容は、全

てが子どもの教育になっており、

残念である。

Ｄ 貴重なご意見ありがとう ござい

ます。

７ Ｐ ３ について、「 まちづく りに参

加する市民を育てる」 教育も必要

であるため、「 君津市総合計画」

の基本目標５ も一緒に囲むと市

民協働の視点も入ると思う。

Ｃ 教育は全ての分野に関わってく

ると思いますが、本計画は上位計

画である君津市総合計画のうち、

主に「 教育・ 文化分野」 について

の詳細な計画として位置づけて

おります。

８ 教育をめぐる現状に大人の学び

や環境づく りを追記して欲しい。

地域コミ ュニティ 形成のために

は大人の学びも必要。

Ａ 社会や地域が移り変わる中で、学

びは子どものみならず大人にと

っても重要です。この点を教育を

めぐる現状の中に反映いたしま

す。

９ 第二次の成果と課題を挙げて次

へ進むことは重要だが、第三次で

対応していない課題をどう考え

るか。

Ｂ 第二次での課題の解消に向けた

取組みについては、第三次の基本

目標や施策の方向性のなかに含

まれており、引き続き取り組んで

まいります。

10 第３ 章における基本目標の理念

が重要であるため、第３章と第４

章を分けずに基本目標ごとに理

念と施策を記載してほしい。

Ｃ 第３章は計画の大きな枠組み、第

４ 章はその理念を踏まえて展開

する具体的な施策、という構成と

なっております。

11 計画の全体像を捉えるために、体

系図が最初にあればわかりやす

いのではないか。目次の基本目標

１ ～６ に内容を記載してはどう

か。

Ａ 目次の記載をわかりやすく 修正

します。



12 フィ ンランドのように、義務教育

の中で社会に出る準備をしてい

く べきと考える。社会との接点を

増やす方向性も追加したらどう

か。

Ｂ 現在の日本の教育の中でも、義務

教育の中で社会に出るために必

要となる資質を養う ことを目指

して教育活動は展開されており

ます。

国の示す学習指導要領に沿って、

本プランでも社会の形成者とし

ての資質を身に付けられるよう

進めてまいります。

13 重点目標にソフト 面も追加でき

ないか。

Ｂ 重点目標は可能な限り数値化で

きる指標としており、ソフト 面の

取組みについても重点目標に掲

げております。

14 こども園についての指針が無い

が、 幼児教育は対象ではないの

か。

Ｃ こども園については、平成３０年

度から｢認定こども園準備室｣が

設置されます。準備室の中で、本

市の認定こども園の方策を立て

てまいります。

15 ｢人間教育｣｢心の教育｣という言

葉はふさわしく ない。｢人間教育｣

はおこがましく 、｢心の教育｣は心

には立ち入ってはいけないと思

う 。 例えば、 ｢人格形成のための

教育｣ではどうか。

Ａ ｢人間教育｣については、様々な経

験を通して道徳性や道徳的実践

力を高められるよう に努めてい

く と、 県の方針にもあることか

ら、本表記にしております。

また、 ｢心の教育｣については、表

現を修正いたします。

16 ｢道徳の授業公開｣について、地域

にも実施してほしい。小学校から

の自治会回覧では見たことが無

い。

Ｄ 道徳の授業公開については、さら

に地域へ公開し、また広く 周知で

きるよう学校と連携し、取り組ん

でまいります。

17 給食調理場への移動手段は確保

できるのか。実現できる環境を整

備してほしい。

Ｃ 校外学習の一環として組み入れ

る等、機会を確保できるよう施策

を検討してまいります。

18 「 いつでも、どこでも、だれとで

も、いつまでも」 の環境整備の具

体策を計画に入れてほしい。

Ｃ 本計画に環境整備等の具体策は

入れておりませんが、現在、学校

開放や空用地の利活用などを行

っております。今後は、施設の開

放など、なるべく 多く の方が利用

しやすいよう、いろいろな意見や

先進事例を研究し、気軽に参加で

きる環境整備に努めてまいりま

す。



19 スポーツを広めるためには、体験

会や講習会の方が良い。また、ニ

ュースポーツやレクリエーショ

ンの道具などを貸し出せると良

い。

Ｂ 体験会や講習会については、市主

催だけではなく 体育協会や関係

団体とも連携し、実施しておりま

す。 ２ ０ ２ ０ 年東京オリンピッ

ク・ パラリンピックもあることか

ら、今後も学校・ 民間企業を拠点

としたスポーツイベント の開催

など、市民の皆様が参加しやすい

事業を目指してまいります。 ま

た、道具の貸出については、現在

グラウンド・ ゴルフや卓球などの

用具貸出を行っていますが、来年

度から、ボッチャなど、レクリエ

ーショ ンに使える種目について

も検討をしております。今後も、

市民のニーズを聞きながら用具

を増やしてまいります。

20 暮らしの課題を解決していく 学

びを進めるために、「 まちづく り

のための人づく り」 の事業ができ

る専門職の確保や体制の整備な

どをしてほしい。

Ｂ 地域や時事の状況に応じた課題

解決に向けた事業は重要であり、

今後の社会教育事業の展開でも

目指していきたいと考えており

ます。 引き続き専門職はもとよ

り、社会教育機関の職員の資質向

上に努めてまいります。

21 家庭における読書活動の向上に

つながる継続的支援は読書推進

計画で掲げるのか。

Ｂ 本計画に沿って策定する第三次

子ども読書活動推進計画におい

て具体的な推進を図ってまいり

ます。

22 広い君津で車がなく ても利用で

きる体制を作ってほしい。

Ｂ 新たな人が参加しやすい事業へ

の工夫を行い、広い市域を視野に

入れた事業展開に努めてまいり

ます。

23 いきいきとした地域づく りのた

めという理念に対し、子ども１ １

０ 番やまちづく りふれあい講座

の例では方向性が異なるのでは

ないか。

Ａ 本市では「 子ども１ １ ０番の家」

の取組みを青少年健全に係わる

地域ぐるみの活動として地域コ

ミ ュニティ の活性化の意義を持

ち取り組んでおりますが、より理

解しやすい表記といたします。

24 公民館で活動する大人に、地域ぐ

るみで子どもを育てるための大

人の学びができる環境整備が必

Ｂ 子どもの育成に資する団体等へ

の支援に研修なども含まれてお

り、大人の学びも支援してまいり



要である。また、子どもも大人も

ともに学びあう関係が望ましい。

ます。また、子どもたちを育む活

動を通じて、地域の大人にとって

も新たな力となると考えており

ます。

25 市民文化ホールを拠点にするな

ら交通手段も整備してほしい。

Ｄ 市民文化ホールへの交通手段に

ついては、市内の公共交通網を整

備する中で利便性の向上に努め

てまいります。

26 第５章について、ぜひ実践してい

く 働きかけをしてほしい。本当の

意味での市民協働で進めていた

だきたい。

Ｂ 計画の推進に向け、学校・ 家庭・

地域等への働きかけを行い、多様

な主体が連携しながら、社会全体

が協働していけるよう取り組ん

でまいります。

27 高齢化が進む中で「 人々の交流を

深める事業展開」 に魅力を感じ

た。地域の課題に沿った事業展開

をしてほしい。

Ｂ 地域の状況に沿い、多く の人が交

流を深められる事業展開に努め

てまいります。

28 少子高齢化を肌で感じる中、子ど

もは地域の宝である。地域ぐるみ

で青少年を支える活動の活性化

は地域の活性化につながるので、

積極的に進めてほしい。

Ｂ 子どもから大人まで誰もがいき

いきできる活動の展開を進めら

れるよう努めてまいります。

29 働き盛りの世代も参加できるよ

う な学びのイベント やサークル

活動を実施してほしい。

Ｂ 子どもから大人まで誰もがいき

いきできる活動の展開を進めら

れるよう努めてまいります。

30 基本目標２に関して、今後も、君

津市の地域の良さを生かした教

育を進めていただきたい。

Ｂ 君津市ではこれまで、地域の良さ

を生かした教育の一つとして、市

内の自然豊かな環境を生かし、自

然体験学習推進事業を進めてき

ました。今後も、子どもたちがふ

るさと君津に愛着がもてるよう、

体験学習を進めてまいります。

また、各学校の地域性や、人材等

の教育力を発揮できる教育を進

めてまいります。

４ 結果の公表

(1)  公表場所： 教育総務課、行政センター、公民館、 コミ ュニティ センター、

中央図書館、市のホームページ

(2)  公表期間： 平成３ ０年３月１日から３か月間



５ 小中学校校長会議（ 平成２９年１ ２月１ １日）

【 主な意見】

・ 学校教育だけでなく 、基本目標４で示されているように、市民全体を包括し

た構成になっており、評価できる。

・ 前プランでは、ビジョ ン５に位置づけられた「 教育環境整備の視点」 が新プ

ランでは基本目標１に位置づけられたことで、「 学校再編」 や「 安全・ 安心

な教育環境の整備」 に力点をおく ことが伝わってよい。

・ 施策の方向性のうしろに、例としてこれまでの具体的な事業内容が記載され

ているとより伝わりやすいと思う。

・ 市の予算や県の補助事業により実施している君津市独自の取組み、特に学校

教育施策を積極的にアピールする必要がある。

・ Ａ Ｌ Ｔ の配置拡大、デイキャンプ、英語検定などは重要施策であるので、「 小

学校英語」 にかかる内容が施策の方向性のなかに大きく 示されていないのが

残念である。

・ いじめ防止対策推進条例を施行しようとしている時期だけに「 市民総がかり

のいじめ防止対策」 を計画に盛り込む必要があるのではないか。

・ 前プランの各ビジョ ンの成果と課題がよく まとめられていてわかりやすいが、

特に課題を解決するための施策が新プランのどこに位置づけられているか、

またどのような内容なのか分かりづらいので、明記してはどうか。



資料１

第三次きみつ教育 創・奏５か年プラン（君津市教育振興基本計画）修正一覧

修正前（素案） 修正後（案）

ページ 内容 ページ 内容

目次 第２章、第３章、第４章の記

述が簡略化

目次 第２章、第３章、第４章の記述に

文言を追加

Ｐ３ 計画期間の年表の年号を平成

で表記

Ｐ３ 計画期間の年表の年号に平成と西

暦を併記

Ｐ４ 地域では、少子高齢化や核家

族化の進行により、地域内で

の世代を超えた交流が困難に

なるとともに、地域コミュニ

ティの担い手の減少を引き起

こしています。このため、学

校・家庭・地域が連携して一

体となった教育を推進してい

くことにより、家庭や地域に

おける教育力の向上を図る必

要があります。 

Ｐ４ 地域では、様々な地域活動などが

展開されていますが、少子高齢化

や核家族化の進行により、地域内

での世代を超えた交流が困難にな

るとともに、地域コミュニティの

担い手の減少を引き起こしていま

す。このため、学校・家庭・地域

が連携して一体となった教育の推

進や、子どもだけでなく大人も

様々な学習や地域活動に参加して

いくことにより、家庭や地域にお

ける教育力の向上を図る必要があ

ります。 

Ｐ１６ 道徳・人権教育では、「自他の

生命の尊重」「規範意識の醸

成」「情報モラル」を柱として、

家庭・地域と連携しながら推

進し、心の教育のさらなる充

実を図ります。

Ｐ１６ 道徳・人権教育では、「自他の生命

の尊重」「規範意識の醸成」「情報

モラル」を柱として、家庭・地域

と連携しながら推進し、豊かな心

の育成を図ります。

Ｐ２２ 「まちづくりふれあい講座」

の実施や「子ども１１０番の

家」活動への支援などを通じ

て、 

Ｐ２２ 「まちづくりふれあい講座」の実

施や、地域コミュニティの力で子

どもたちの安全安心を守る「子ど

も１１０番の家」の活動支援など

を通じて、 



資料２

第二次プランにおける課題と第三次プランにおける位置づけ

＜第二次プランにおける課題＞    ＜第三次プランにおける位置づけ＞

 ◇児童生徒の長欠率の解消   →  ２－５ 確かな生徒理解と組織的対応に

                       よる生徒指導の充実

 ◇情報モラル教育の推進    →  ２－３ 道徳性を高める実践的人間教育

                       の推進

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ◇若年層教員への研修の充実  →  ２－６ 児童生徒の学びを支える体制

整備

 ◇特別支援教育における支援  →  ２－４ 教育的ニーズに応じた特別支援

体制の構築                教育の充実

 ◇家庭での読書活動の継続的  →  ４－２ 子どもの読書活動の推進

な支援

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ◇児童生徒の体力向上     →  ３－１ 学校体育活動の充実

 ◇健康増進に向けた意識改革  →  ３－３ スポーツ・レクリエーション活動

                       機会の充実

 ◇運動施設の整備や社会体育  

  の拡充              ３－４ 「観る」「支える」スポーツの 

 ◇スポーツによる地域の活性化        推進

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ◇小学校での英語教科化への  →  ２－２ 新しい時代に必要となる資質・

対応と小中連携              能力の育成

 ◇モデル校以外での体験学習プ

ログラム実施に向けた取組み    ６－３ 文化財の保護と活用

 ◇統合校での郷土愛を育む地域 

  学習の支援

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ◇学校施設における非構造部材 

  の耐震化             １－２ 安心・安全な教育環境の整備

◇教育施設の長寿命化と個別の 

  施設計画

 ◇社会教育施設の老朽化対策・ →  ４－４ 施設の効果的な維持・更新・

  耐震化                  整備

 ◇学校規模の適正化      →  １－１ 学校再編の推進

 ◇特色ある学校づくりの推進     ５－１ いきいきとしたまちづくり・地

                       域コミュニティづくりの支援

施策の方向性

ビ
ジ
ョ
ン
１

ビ
ジ
ョ
ン
２

ビ
ジ
ョ
ン
３

ビ
ジ
ョ
ン
４

ビ
ジ
ョ
ン
５



第三次きみつ教育 

創・奏５か年プラン 

（君津市教育振興基本計画） 

【案】 

平成３０年 月 

君津市教育委員会 





はじめに 

現在、グローバル化や情報化、少子高齢化など社会の急激な変化に伴い、子どもた

ちを取り巻く環境は大きく変化しており、学力・体力の二極化やＳＮＳ※1等によるい

じめなど高度化・複雑化する今日的課題が指摘されております。さらに、いじめ・不

登校等への対応、特別支援教育の充実、ＩＣＴ※2の活用など、諸課題への対応も含め、

学校教育に対する期待は大きくなっています。

 また、都市化や家族形態の変容、人々の価値観やライフスタイルが多様化する中、

家庭教育から始まり学校教育、そして社会教育まで含む生涯学習社会の実現も一層求

められております。

 こうした中、平成２５年３月に本市の教育振興基本計画に位置付ける「第二次きみ

つ教育 創・奏５か年プラン」を策定し、『まちづくりは人づくり 未来を創造し、

希望を持ち、着実に前進できる君津っ子』の基本理念に基づき、教育施策を推進して

まいりました。

 また、国においても、第二期教育振興基本計画の「自立」「協働」「創造」の理念を

引き継ぎ、新たな時代にふさわしい第三期教育振興基本計画策定に向けた取組みを進

めております。

本市では、前計画の５年間における成果や課題等を踏まえ、また、教育における「不

易」と「流行」を十分に見極めながら、これまでの施策の柱を再構成するとともに、

学校・家庭・地域・行政の連携充実を図り、豊かな学びと文化が人を育むまちの実現

のため、「第三次きみつ教育 創・奏５か年プラン」を策定いたしました。

本計画は、平成３０年度から平成３４年度までの５か年を計画期間とし、本市の最

上位計画である「君津市総合計画」や「君津市教育大綱」との整合性を図るため、前

計画に掲げる「まちづくりは人づくり」の基本理念を継承し、子どもたちにとってよ

りよい教育環境の整備をはじめ、学校教育、社会教育、文化・スポーツ等幅広い分野

に対応するため、６つの基本目標を柱に施策の総合的な推進を図ってまいります。

平成３０年３月 

君津市教育委員会   

______________________________________________________________________________________ 
※1 人と人との社会的な繋がりを維持・促進する様々な機能を提供する、会員制のオンラインサービス。 
※2 情報処理や通信に関連する技術、産業、設備、サービスなどの総称。
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第１章 計画策定にあたって

１ 計画策定の趣旨 

君津市教育委員会では、これまで、社会の変化や教育を取り巻く様々な課題を

見つめ、君津市の市政運営やまちづくりの長期的な指針である「君津市総合計画」

と連動しながら、平成２０年度から平成２４年度までの「第一次きみつ教育 創・

奏５か年プラン」、平成２５年度から平成２９年度までの「第二次きみつ教育 

創・奏５か年プラン」を策定し、「君津市教育振興基本計画」として位置づけ、学

校関係者をはじめ、保護者、地域の方々等と連携して「よりよい教育の推進」を

図り、次代を担う「君津っ子」の育成に積極的に取組んでまいりました。 

この間、教育をめぐる社会の現状と課題を踏まえ、国においては、平成２５年

６月に「第二期教育振興基本計画」を、千葉県においては、平成２７年２月に第

二期教育振興基本計画「新 みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン」を策定

しました。また、平成２７年４月の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部改正を受け、本市では平成２７年１１月に君津市教育大綱を策定したところ

です。 

少子高齢化や人口減少、核家族化、地域コミュニティの希薄化、高度情報化、

グローバル化など社会情勢の変化が急速に進み、人々の価値観やライフスタイル

の多様化がより一層進む中、本市においても、学校再編の推進やいじめ対策、子

どもの貧困問題など引き続き重点的に取組むべき課題があります。 

君津市総合計画に掲げた将来都市像「人が集い 活力あふれる 健康都市 き

みつ ～夢と誇りの持てるまち～」の実現に向け、「まちづくりは人づくり」とい

う君津市教育大綱の基本理念の下、国や千葉県の基本計画を参酌するとともに、

「第二次きみつ教育 創・奏５か年プラン」の取組みを踏まえ、引き続き本市の

教育の充実・発展を目指した教育行政を推進するため、今後５年間に取組む施策

を示した「第三次きみつ教育 創・奏５か年プラン」を策定するものです。 
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２ 計画の位置づけ 

   この計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づき、本市の実情に応じた

教育の振興のための施策に関する基本的な計画として位置づけます。 

また、前計画である第二次きみつ教育 創・奏５か年プラン（平成２５～２９

年度）を踏襲するとともに、本市のまちづくりの長期的な指針である君津市総合

計画（上位計画）や各種教育関連計画との整合を図るものとします。 

参酌 

参酌 

参酌 

関連計画 

君津市総合計画

将来都市像『人が集い 活力あふれる

健康都市 きみつ』

君津市教育大綱

基本理念『まちづくりは人づくり』

◇君津市学校再編基本計画

◇君津市スポーツ推進計画

◇第二次君津市子ども読書活動推進計画

第三次きみつ教育

創・奏５か年プラン

【
国
】
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画

【
県
】
千
葉
県
教
育
振
興
基
本
計
画

第二次きみつ教育

創・奏５か年プラン
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＜君津市総合計画との関係＞ 

３ 計画期間 

計画の期間は、平成３０年度（２０１８年度）から平成３４年度（２０２２

年度）までの５年間とします。 

年度 
25 

(2013)

26 

(2014) 

27 

(2015) 

28 

(2016)

29 

(2017) 

30 

(2018) 

31 

(2019)

32 

(2020) 

33 

(2021)

34 

(2022)

君津市総合計画 

きみつ教育創・

奏５か年プラン

(君津市教育振

興基本計画） 

君津市学校再編

基本計画 

君津市スポーツ

推進計画 

君津市子ども読

書活動推進計画 

第二次きみつ教育 創・奏５か年プラン 第三次きみつ教育 創・奏５か年プラン

第二次君津市子ども読書活動推進計画 第三次君津市子ども読書活動推進計画

第１次実施プログラム

基本計画（2025 年度まで）



4 

第２章 君津教育の現状と課題 

１ 教育をめぐる現状 

    君津市の人口は、平成７年の９３，２１６人をピークに年々減少し、国立社

会保障・人口問題研究所が行った推計によれば、本市の人口は平成３７年に７

９，５００人、平成５２年には６５，８０７人になると予想されています。特

に中山間地域においては、急速な少子化に伴う児童生徒数の減少と学校の小規

模化が進行していることから、学校の適正規模・適正配置を見直す必要がある

ほか、時代の変化や地域の特性を見据えた新しいタイプの学校づくりを視野に

入れた「活力ある魅力的な学校づくり」を目指すため、学校再編の推進が求め

られています。 

    学校では、子どもたちが安心して学校生活を送ることができる環境を整え、

いじめの防止、長欠率の解消に向けた取組みを継続することが重要です。国の

いじめ防止対策推進法を踏まえ、本市においてもいじめ防止対策推進条例を制

定（平成３０年３月予定）し、市の責務や講じるべき施策を明らかにしました。

今後は、この条例に基づき、いじめ防止基本方針を策定し、いじめの防止に向

けた対策を総合的かつ効果的に推進する必要があります。 

    地域では、様々な地域活動などが展開されていますが、少子高齢化や核家族

化の進行により、地域内での世代を超えた交流が困難になるとともに、地域コ

ミュニティの担い手の減少を引き起こしています。このため、学校・家庭・地

域が連携して一体となった教育の推進や、子どもだけでなく大人も様々な学習

や地域活動に参加していくことにより、家庭や地域における教育力の向上を図

る必要があります。 

    また、グローバル化や情報化の進展等により、社会の変化が激しく多様化が

一層進行する一方で、子どもの貧困問題が深刻化しています。厚生労働省の公

表によれば、２０１６年の「国民生活基礎調査※３」において、経済的に厳しい

家庭で育つ１７歳以下の「子どもの貧困率※４」は１３．９％と１２年ぶりに改

善しましたが、子どもの７人に１人は貧困状態にあり、引き続き対策を講じる

必要があります。 

市では、市制施行４０周年を記念し、健康でいきいきと心豊かに暮らせるま 

ちを目指し、「健康都市きみつ」を宣言しました。２０２０年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックの開催を契機として、幼児期から子どもたちが外遊びに積

極的に親しみ、子どもから高齢者、障害のある方など、個に応じた多種多様な 

______________________________________________________________________________________ 
※３ 保健・医療・福祉・年金・所得等国民生活の基礎的な事項について世帯面から総合的に明らかに

する統計調査。
※４ 貧困率とは、世帯収入から国民一人ひとりの所得を試算して順番に並べたとき、真ん中の人の

所得の半分（貧困線）に届かない人の割合。子どもの貧困率は、１８歳未満でこの貧困線を下回

る人の割合。

運動機会を増やせる施設整備や意識改革等、社会体育への取組みを通じ、健康 

増進に向け継続的な取組みが求められています。 
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２ 第二次きみつ教育 創・奏５か年プランの成果と今後の課題 

平成２５年３月に策定した第二次きみつ教育 創・奏５か年プランでは、未来

を『創造』し、『希望』を持ち、着実に『前進』できる君津っ子の育成に向け、５

つのビジョンの中に１２の宣言、１８の取組目標、４５の主要事業を掲げました。 

前プランにおける取組みの成果と課題は、以下のとおりです。 

（１）ビジョン１：思いやりの心を互いにはぐくみ、かけがえのない自他の命を 

大切にする君津っ子 

①取組みの方向性 

家庭・地域・学校が一体となって、自他の命を大切にし、相手を思いやる心 

を持った君津っ子を育てます。また、自分の命は自分で守る主体性を持つ教育 

の推進に取組み、安心して過ごせる学校づくりを目指す中で、危機回避能力や 

規範意識の向上に努めます。 

②主な成果 

◇命を大切にし、いじめを許さない集団づくりと、防災意識の向上 

◇家庭･地域との連携による子どもの規範意識の育成 

◇互いのよさを認め合う人間関係づくり 

   ③課題 

◇児童生徒の長欠率の解消 

   ◇いじめ防止や人権意識向上のため、情報モラル教育の推進 

人権教育                 避難訓練 
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 （２）ビジョン２：「確かな学力」を身に付け、自らの人生をたくましく切り拓く

君津っ子 

①取組みの方向性 

個に応じた細やかな指導を推進するための人的・物的な環境の整備を継続し 

て行います。 

学校においては、「魅力ある、わかる授業」づくりの実現を目指します。具 

体的には、児童生徒の学習意欲と学力の向上、学習習慣の定着に向けた取組み 

を進めるとともに、体験的な学習の推進と言語活動の充実を図り、「さらなる 

生きる力」につながる確かな学力を身に付けた君津っ子を育てます。 

また、中学校間交流を推進し、社会性を身につけた生徒の育成を図ります。 

②主な成果 

◇教員の指導力向上と家庭学習の充実による児童生徒の学力向上 

◇個に応じた適切な指導による特別支援教育の充実 

◇中学校合同生徒会による中学校間交流と生徒の社会性の向上 

◇学校・図書館・行政・地域が連携した読書教育の推進 

◇読書月間の定着による学校図書館の貸し出し数増加 

   ③課題 

   ◇新しい教育課題及び若年層教員の指導力向上に向けた研修の充実 

   ◇特別支援教育における幼児を含む早期の支援体制の構築 

   ◇家庭における読書活動の向上に繋がる継続的な支援

     中学校合同生徒会               教職員研修
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（３）ビジョン３：健康的な生活習慣を身に付け、心身共に健やかな体をつくる 

君津っ子 

①取組みの方向性 

君津市では、生きる力の基盤を『丈夫で強い』心と体づくりと捉え、「体力 

向上プロジェクト委員会」を中心に、小学校期の「育てる体育」中学校期の「鍛 

える体育」を通して健康の保持・増進に向けた実践力を養います。 

さらに市制施行４０周年の健康都市宣言を受け、ラジオ体操を通して規則正 

しい生活習慣の確立を目指します。 

②主な成果 

◇児童生徒の丈夫で強い心と体を育成するための実践 

    ・持久走ランキング〔年２回実施〕 

    ・全国、関東大会出場選手激励会を開催〔過去５年間 延べ１３６名を激励〕 

・千葉県運動能力証※５合格率〔千葉県内で上位を維持〕 

・養護教諭班によるけが予防や緊急時対応マニュアルの作成 

◇総合型地域スポーツクラブ※６の活動〔活動会員数延べ１５，１２１名〕 

◇ラジオ体操会への参加人数の増加〔平成２５年度との比較１０．３％増加〕 

・過去５年間夏期ラジオ体操会参加者数〔延べ１２０，６６７人〕 

◇学校栄養教諭及び学校栄養職員を活用した食に関する指導の充実 

   ③課題 

   ◇児童生徒が安全で効果的に体力向上を目指せる体制づくり 

   ◇運動を楽しみ、健康増進に向け意欲的に取組もうとする意識改革 

   ◇多種多様な運動機会を増やせる施設整備や社会体育の拡充 

   ◇オリンピック・パラリンピックを契機とした、スポーツによる地域の活性化 

       ラジオ体操会              ニューイヤーマラソン 

______________________________________________________________________________________ 
※５ 千葉県の児童生徒の体力・運動能力の向上を目指し、千葉県教育委員会が、体力・運動能力につ

いて、一定の水準に達する者に対して交付される証明書。
※６ 地域の人々に年齢、興味・関心、技術・技能レベル等に応じた様々なスポーツ機会を提供する、

多種目、多世代、多志向のスポーツクラブ。
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（４）ビジョン４：ふるさと君津に誇りと愛着を持ち、世界に視野を広げ活動する 

君津っ子 

①取組みの方向性 

地域活動の活性化と、学校の関わりを強化します。また自然体験学習を推進 

し、郷土を愛する心を育てます。そして学校では、外国語活動（英語）及び英 

語授業の条件を整備し、本市独自の英語教育の推進事業により、質の高い英語 

教育を実践します。 

②主な成果 

◇「君津市版英語検定」を市内全中学校・全学年で実施 

◇英語のみで過ごす「イングリッシュ・ディ・キャンプ」の実施 

◇自然体験学習を市内小中学校にて実施 

◇和楽器（箏）体験学習を市内全小中学校にて実施 

◇伝統文化の映像・音源の収集と教材としての整備 

◇地域の歴史・自然を学ぶ体験学習プログラムのモデル校での定着 

   ③課題 

   ◇小学校での英語教科化に対応した取組の充実と小中連携 

   ◇学校周辺の文化資源を生かした体験学習プログラムのモデル校以外での実

施に向けた取組み 

◇統合校における郷土を愛する心を育む地域学習の支援 

  イングリッシュ・デイ・キャンプ         自然体験学習
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（５）ビジョン５：君津っ子を支える教育環境づくり 

①取組みの方向性 

安全で安心な教育環境を確保するために、教育施設など物的、人的な環境を 

推進します。また、地域や学校規模に応じた、工夫ある学校づくりを進めます。 

安全・安心な学校給食の提供はもちろん、食育の機能を兼ね備えた学校給食 

共同調理場の建設を行います。 

②主な成果 

◇学校施設の耐震化率１００％ 

◇君津市版「小中一貫教育カリキュラム」の作成 

◇家庭・地域の子育て支援（「やえっ子ひろば」（実験事業）を開始） 

◇子ども１１０番の家※７の充実（平成２９年度末１，３７５件） 

   ③課題 

   ◇学校施設における非構造部材※８の耐震化 

◇公民館等の社会教育施設の老朽化対策・耐震化 

   ◇教育施設の長寿命化等の個別の施設計画 

   ◇学校規模の適正化と具体的な方策 

   ◇時代にあった特色ある学校づくりの推進 

屋内運動場の耐震化        子育て支援（やえっ子ひろば） 

______________________________________________________________________________________ 
※７ 子どもが、不審者などから被害を受けた、受けそうになったなど、助けを求めてきた時に保護し、 

警察、学校等に連絡をする家庭や事業所などによるボランティア。
※８ 建築物を構成する部材のうち、天井材・窓ガラス・照明器具・空調設備など、建物のデザインや 

居住性の向上などを目的に取り付けられるもの。
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第３章 教育の目指す姿 

１ 基本理念 

    君津市教育委員会は、平成２５年３月に策定した教育振興基本計画「第二次

きみつ教育 創・奏５か年プラン」及び平成２７年１１月に策定した君津市教

育大綱と同様に『まちづくりは人づくり』を基本理念とし、家庭・地域・学校・

行政の連携と協働のもと、市のまちづくりの長期的な指針である君津市総合計

画に掲げた将来都市像「人が集い 活力あふれる 健康都市 きみつ ～夢と

誇りの持てるまち～」の実現に向け、各施策の推進を図ります。 

２ 基本目標及び施策の方向性 

【基本目標１】子どもたちにとってよりよい教育環境の 

整備による学校の活性化 

学校は、社会的自立の基礎、社会の形成者としての基本的な資質を養う場で

あり、児童生徒が豊かな人生を送ることができるよう、活力ある魅力的な学校

づくりを推進することが重要です。 

児童生徒が一定規模の集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合

い、切磋琢磨することを通じて、一人一人の能力を伸ばすことができる学校づ

くりとして、適正規模・適正配置を推進します。 

また、同時に、時代にあった新しいタイプの学校づくりについても調査・研

究し、学校や地域性を生かした特色ある学校づくりを目指し、活力ある魅力的

な学校づくりを推進していく必要もあります。 

さらに、学校施設は児童生徒の学習や生活の場として重要な役割を担うほか、

地震などの大規模災害時には地域住民の避難所となることから、老朽化対策や

防災機能の強化等を計画的に行い、安全・安心な施設整備を推進します。 

＜施策の方向性＞ 

１－１ 学校再編の推進 

１－２ 安全・安心な教育環境の整備 

ま ち づ く り は 人 づ く り 
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  【基本目標２】人生を主体的に切り拓く 

「生きる力」を育む学校教育の推進 

グローバル化の進展や人工知能の飛躍的な進化など、将来の予測が難しいと

いわれるこれからの社会の中で、その加速度的な変化を受け止め、志高く未来

をつくりだしていくために必要な資質・能力を育む学校教育の推進が求められ

ます。 

児童生徒が、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の調和がとれた「生

きる力」を育み、様々な課題に直面したときにも、自ら判断・行動し、主体的

に人生を切り拓き、未来を創造する骨太の人間を育てることを目指します。 

そのために学校教育では、確かな学力をつけるとともに、グローバル人材の

育成、情報活用能力、地域創生にもつながるキャリア教育※９など、新しい時代

に必要となる資質・能力の育成に取組みます。 

また、特別支援教育、いじめ防止対策を含む生徒指導の充実、学びのセーフ

ティネット※10の構築など、児童生徒の学びを支える体制づくりを進めます。 

＜施策の方向性＞ 

２－１  人格形成の基礎を養う幼児教育の振興 

２－２  新しい時代に必要となる資質・能力の育成 

     ２－３  道徳性を高める実践的人間教育の推進 

     ２－４  教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実 

     ２－５  確かな生徒理解と組織的対応による生徒指導の充実 

     ２－６  児童生徒の学びを支える体制整備 

______________________________________________________________________________________ 
※９ 勤労観及び職業観を育てる教育。主体的に進路を選択する能力・態度を育て、職業生活との円 

滑な接続を図ること。
※10 教育を受ける機会は、経済的・社会的な事情に関わらず等しく与えられるべきもので、子どもた

ちの社会参画・自立に向けて、安全・安心で充実した教育機会を提供すること。
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  【基本目標３】健康でいきいきとした生活づくり 

生涯にわたっていきいきとした生活を送るためには、健康的な生活習慣の確

立が必要です。健康の保持増進に向けて、健康三原則（運動・栄養・休養）を

中核とした生活習慣の確立を目指し、児童生徒の発育発達に即した体力づくり

を充実させます。 

また、社会体育の普及について力を入れ、「いつでも・どこでも・誰とでも・

いつまでも」運動に親しみやすい環境を目指します。 

さらに、スポーツを観ることで、スポーツへの関心が高まり、結果的に地域

で「支えるスポーツ」へとつながっていくことにもなります。観て楽しむこと

ができるスポーツイベントの開催や招致、多様なスポーツ関連情報の発信によ

り、時代にあった「観る」スポーツを推進します。 

＜施策の方向性＞ 

３－１ 学校体育活動の充実 

３－２ 児童生徒の食育の推進 

３－３ スポーツ・レクリエーション活動機会の充実 

３－４ 「観る」「支える」スポーツの推進 

  【基本目標４】市民一人一人が学び、活動できる環境づくり 

市民一人一人が心豊かな生活を送り、文化の薫り高いまちづくりを進めるた

めには、市民誰もが主体的に様々なことを学び、活動し、それらから育んだ様々

な力や可能性を生かすことのできる社会にすることが重要です。 

公民館では、地域や時事の状況に応じた学級講座の開催や、人々の交流を深

める行事の開催、地域活動へのサポートなど行っています。 

また、図書館では、子どもから大人までが読書に親しみ、日常生活のヒント

となるような資料の提供、図書に関する相談業務などを行っています。 

子どもから大人まで、一人一人が学び、その成果を生かすことができる環境

の醸成を目指し、公民館や図書館など社会教育の充実を図ります。 

＜施策の方向性＞ 

４－１ 公民館の活用の推進 

４－２ 子どもの読書活動の推進 

４－３ 図書館サービスの推進 

４－４ 施設の効果的な維持・更新・整備 
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【基本目標５】いきいきとした地域コミュニティづくりと 

地域ぐるみで青少年を育む環境の醸成 

いきいきとした地域づくり、コミュニティづくりの推進のために、社会教育

は大きな力を発揮します。特に、地域・学校が新たな時代を迎える中、社会教

育にも大きな期待が寄せられています。 

青少年の健やかな成長のためには、学校・家庭・地域が一体となり、社会全

体で支えることが重要であることから、連携をより一層深め、安全・安心な地

域づくりを目指します。 

＜施策の方向性＞ 

５－１ いきいきとした地域コミュニティづくりの支援 

５－２ 地域ぐるみで青少年を育む環境の醸成 

  【基本目標６】豊かな学びと心を育む文化振興の充実

ゆとりと温もりのある地域社会をつくり、文化の薫り高いまちづくりに結び

つけるためには、市民一人一人が、過去から現在まで繋がる君津の様々な文化

資源に触れ、体験できる機会が必要です。 

優れた音響施設を有する君津市民文化ホールを文化芸術の拠点とし、多彩な

文化芸術に触れる機会の提供と、市民による地域に根ざした文化活動を支援し、

活力ある文化のまちづくりを推進します。

また、郷土の歴史、自然、文化遺産を保護し次世代へ継承するとともに、そ

れらを活用し、子どもから大人まで心豊かに学び、ふるさと君津への愛着を育

むことを目指します。 

＜施策の方向性＞ 

６－１ 文化芸術に触れ親しむ環境づくり 

６－２ 文化振興のための市民活動の支援 

６－３ 文化財の保護と活用 

６－４ 地域に残る伝統文化の保護と継承 
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第４章 施策の展開  

基本目標１ 

「子どもたちにとってよりよい教育環境の整備による 

学校の活性化」 

１－１ 学校再編の推進 

子どもたちが教育活動を通して、社会性や基礎的な知識や技能を習得するた

めには、一定規模の集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、

切磋琢磨できる環境を整える必要があり、適正規模・適正配置に取組みます。 

適正規模・適正配置を進めるにあたり、市全体の学校配置バランス、児童生

徒の通学、地域の実情などに配慮をしながら、学校の統合や学区の見直し、特

色ある学校づくりなど、具体的な活性化策を検討します。 

学校の統合については、これまでそれぞれの学校で培ってきた文化や教育課

程について互いに尊重し継承しながらも、新たな学校づくりを目指すことで学

校の活性化を図ります。 

また、これからの社会で求められる資質や能力を育むことや、現代的な教育

課題に対応するために、コミュニティ・スクール※11や小中一貫教育※12など時代

にあった新しいタイプの学校づくりについても調査・研究し、特色ある学校づ

くりを目指します。 

______________________________________________________________________________________ 
※11 学校運営協議会を設置し、学校と保護者や地域の方々がともに知恵を出し合い、学校運営に意見

を反映させることで、一緒に子どもたちの豊かな成長を支え、「地域とともにある学校づくり」を

進める学校のこと。
※12 小・中学校が共通の「目指す児童生徒像」や「教育目標」を設定し、その実現を図る教育。教科

指導等の連続性や小学校から中学校への円滑な接続を図るため、義務教育９年間を一貫したカリ

キュラムで学ぶこと。

君津市の適正規模の基準 

小学校：１２学級から１８学級（１学年 ２～３学級） 

中学校： ６学級から１８学級（１学年 ２～６学級） 
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１－２ 安全・安心な教育環境の整備 

本市の学校施設は、昭和４０年代から５０年代に建築されたものが多く、老

朽化に伴う更新時期を迎えています。適切な維持管理を行うため、学校施設の

定期点検を実施するとともに、君津市公共施設等総合管理計画※13に基づく学校

施設の長寿命化計画※14（個別施設計画）を策定し、教育環境の改善や災害時の

避難所としての機能向上を図るため、非構造部材の耐震化やトイレの改修（洋

式化）等を計画的に実施するほか、快適な教育環境を維持するため、学校備品

の整備に努めます。 

学校においては、学校安全計画を整備し、安全・防災教育の充実を図り、児

童生徒が周囲の状況に応じて冷静に判断し、自らの生命を守るための能力（危

険予測・危機回避能力）を育成します。また、教職員の資質向上及び危機管理

意識の高揚を図り、児童生徒の発達段階に応じた計画的・継続的な指導を行い、

地域や保護者、関係機関等との密接な連携により安全・安心な学校づくりを推

進します。 

地域別防災訓練（君津地区）          トイレの洋式化

【重点目標の設定】 

実施事業（取組み） 指標 
現状値 

（平成 28年度） 

目標値 

（平成 34年度）

適正規模・適正配置 適正規模を満たす学校数 10 校／28 校 ― 

非構造部材の耐震化 
学校施設における非構造部

材の耐震化率 
58.2％ 100％ 

トイレの洋式化 
学校施設におけるトイレの

洋式化率 
29.8％ 50％ 

______________________________________________________________________________________ 
※13 市が保有する公共建築物やインフラ施設について、その現状や課題を踏まえ、長期的な視点に立

って最適に管理し、有効活用を図ることにより、将来にわたり持続可能な公共施設サービスを提

供することを目的とした計画。
※14 教育委員会が所管する域内の学校施設等を対象として、基本的な方針に基づく実際の整備内容や

時期、費用等を具体的に表す計画。
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基本目標２ 

 「人生を主体的に切り拓く「生きる力」を育む 

学校教育の推進」 

２－１ 人格形成の基礎を養う幼児教育の振興 

私立幼稚園に通う園児の保育料等を助成し、保護者の経済的負担を軽減する

とともに、私立幼稚園振興費補助金による私立幼稚園支援を通じ、幼児教育の

充実と振興を図ります。 

 ２－２ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成 

全ての学力の基盤となる力を、発達の段階に応じて確実に育むとともに、こ

れからの社会や生活のあり方を踏まえて求められる資質・能力を伸ばすことが

必要です。 

児童生徒の「確かな学力」を育成するためには、繰り返しや習慣化を重視し

て基礎的・基本的な知識・技能の習得が重要です。また、「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業を行い、言語能力や情報活用能力、体験から学び実

践する力の育成を図ります。さらに、グローバル化に対応できる力、社会的・

職業的自立に向けて必要な力を育てます。 

２－３ 道徳性を高める実践的人間教育の推進 

道徳・人権教育では、「自他の生命の尊重」「規範意識の醸成」「情報モラル」

を柱として、家庭・地域と連携しながら推進し、豊かな心の育成を図ります。

道徳教育の充実のため、「特別の教科 道徳※15」の時間を要として、問題解決的

な学習や体験的な学習などを取り入れた指導方法を工夫し、学校の教育活動全

体を通して取組みます。 

２－４ 教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実 

特別支援教育は、特別な支援が必要な児童生徒の自立や社会参加に向けた主

体的な取組みを支援するという視点に立ち、児童生徒一人一人の教育的ニーズ

を把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、

適切な指導および必要な支援を行うものです。 

その指導・支援を積極的に進めるために校内支援体制の整備や学校現場への

人的支援の充実を図ります。 

______________________________________________________________________________________ 
※15 これまでの「道徳の時間」を検定教科書の導入等により着実に行われるように実質化し、「考え、

議論する」道徳の授業への質的転換により、児童生徒の道徳性を育むことを目的とし、小学校で

は、平成３０年度、中学校では平成３１年度から実施される。
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２－５ 確かな生徒理解と組織的対応による生徒指導の充実 

生徒指導は、児童生徒の健全な成長、自己実現を図っていく自己指導能力の伸

長を目指して、全ての児童生徒を対象として行われる教育活動です。一人一人を

大切にする集団づくりと授業の展開を行い、自尊感情を高めるとともに、問題行

動が起こった際には、組織的に対応する生徒指導体制づくりの推進を図ります。

市の「いじめ防止対策推進条例」及び学校の「いじめ防止基本方針」に基づき、

いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に行います。 

２－６ 児童生徒の学びを支える体制整備 

「社会に開かれた教育課程｣の理念のもと、学校と家庭・地域との連携・協働の

活性化を図るとともに、特色ある学校づくりを進めます。また、全ての児童生徒

が、安心して教育を受けられるよう、経済的な理由により就学が困難と認められ

る児童生徒の保護者に対する支援を行い、義務教育の円滑な実施を図ります。さ

らに、教職員の研修の充実を推進し、時代の変化やキャリアステージ※16に応じて

求められる資質能力を自ら学び、信頼される教職員の育成に取組みます。 

【重点目標の設定】 

実施事業（取組み） 指標 
現状値 

（基準年度） 

目標値 

（平成34年度）

学力向上推進事業 

「友達と話し合うことで、自分の考

えを深めたり、広げたりすることが

できる」と答えた児童生徒の割合 

小学 6年生 65.2％ 

中学 3年生 65.4％ 

（平成 29年度） 

小学6年生75％

中学3年生75％

道徳・人権教育推

進事業 

｢家庭や地域に向けた道徳の授業公

開｣の実施率 

小学校 92.8％ 

中学校 69.5％ 

（平成 28年度） 

増加を目指し

ます 

いじめ防止対策の

推進 

「いじめはどんな理由があっても

いけないこと」と考えている児童生

徒の割合 

小学校 94.9％ 

中学校 93.6％ 

（平成 29年度） 

100％ 

______________________________________________________________________________________ 
※16 初任、中堅、ベテラン、管理職や専門職など教員の経験や能力、適性等による段階。
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基本目標３ 

「健康でいきいきとした生活づくり」 

３－１ 学校体育活動の充実 

健康の保持増進に向けて、望ましい生活習慣を身に付け、自ら進んで生活の

向上を図ることができる児童生徒の育成を目指します。 

生涯に渡り、健康で強い体を作るのに最も適した時期は、体が最も成長する

小・中学校の９年間です。この大切な９年間を通して、特に持久力の向上に着

目して取組んでいきます。また、個に応じた課題や目標を克服する喜び、達成

感、成就感を味わえる学習体制や環境づくりに努めることにより、児童生徒が

社会で活躍できる体と心の育成に励みます。併せて、将来、健康的なライフス

タイルを築くために、自ら進んで継続的にスポーツに親しんでいく資質を養い

ます。 

武道の伝統的な考え方や相手を尊重して取組む、我が国固有の文化を指導す

るにあたり、各武道の専門指導補助者から、高い技能や知識を身に付けられる

教育環境を整えていきます。部活動やその他の体育活動においても、地域の指

導補助者と連携し、児童生徒の実態に即した体育活動が、効果的に行われるよ

う、バランスのとれた体力・運動能力の向上を目指します。 

さらに、がんに関する教育、薬物乱用防止教育 、感染症、アレルギー疾患  

への理解促進など、健康教育への知識理解を深めるよう学校保健の充実に取組

みます。 

３－２ 児童生徒の食育の推進 

児童生徒が健康でたくましく成長するために、欠くことのできない毎日３食

の食事をバランスよく摂取し、生きるうえでの基本となる「食育」に関する知

識と、「食」を選択する力を習得できるよう、学校給食を通じて食指導を実施し

ていきます。また、新学校給食共同調理場の建設を進め、稼動後は、新設する

食育関連スペースを活用し、望ましい食生活に関する知識を育てていきます。 

３－３ スポーツ・レクリエーション活動機会の充実 

スポーツ・レクリエーション活動の総合的な普及・推進に努め、心身の健全

な発達と明るく豊かな社会生活づくりに取組んでいきます。 

年齢や体力に関係なく、気軽に取組め、楽しむことのできる運動や、人と人

との交流を通して、心身ともに健康な生活習慣を築くことは、健康寿命を延ば

すために大切な要素のひとつです。 

「いつでも・どこでも・誰とでも・いつまでも」という理念のもと、本市の

総合型地域スポーツクラブの様々な取組みなどを紹介し、個々のライフスタイ

ルに応じたスポーツが選択できるよう努めます。また、多世代にわたり様々な

スポーツに参加できるよう、市のホームページや広報誌等において、市内のス
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ポーツ・レクリエーションの情報を発信するとともに、関係各機関等のホーム

ページとリンクを進め、より分かりやすい情報提供に取組みます。 

学校や関係団体との連携を強化し、学校や民間企業が持っている施設の活用

や、学校・民間企業を拠点としたスポーツイベントの開催など、生活の質の向

上を目指し、生涯学習の一助となるよう努めます。 

 ３－４ 「観る」「支える」スポーツの推進 

トップレベルの競技観戦が身近なものとなり、「観るスポーツ」という観点 

から、生活を豊かにするスポーツ文化を育みます。また、トップアスリートと

学校や地域をつなぐ交流の機会を創出することで、将来、本市より世界で活躍

し得る人材の育成を図ります。オリンピック・パラリンピックを契機として、

スポーツに対する興味関心の高まりを一過性のものとせず、地域活性化や健康

づくりの機運とし、醸成につながるよう取組みます。 

「支えるスポーツ」を築くため、地域における生涯スポーツ推進の核となる、

指導者の養成や資質向上を図ります。子どもから大人、高齢者や障がいのある

方などが、本来の運動欲求や体力の保持増進等、それぞれの目的に応じて、生

涯にわたって心身ともに健やかな体づくりを見いだせるよう、スポーツ推進委

員連絡協議会やスポーツ・レクリエーション推進員連絡協議会と連携し、地域

スポーツを支える環境整備を行います。 

地域の「人」でつなぐスポーツを醸成し、スポーツの価値や魅力に触れ、生

涯に渡り健康で生き生きとした生活を営む要素の１つとして、「観るスポーツ」

「支えるスポーツ」を推進します。 

【重点目標の設定】 

実施事業（取組み） 指標 
現状値 

（平成 28年度） 

目標値 

（平成 34年度）

体力向上プロジェクト事業 

運動好きな児童生徒の割合 

小学男子 67.2% 

女子 55.7% 

中学男子 53.7% 

女子 42.8% 

小学男子 75.0%

女子 60.0%

中学男子 65.0%

女子 50.0%

千葉県運動能力証合格率 
小学校 45.0% 

中学校 35.7% 

小学校 50%

中学校 40%

生涯スポーツ推進事業 各スポーツ大会等参加者数 1,682 人 2,000 人



20 

基本目標４ 

「市民一人一人が学び、活動できる環境づくり」 

４－１ 公民館の活用の推進 

    公民館では、子どもから大人まで幅広い年代層に対応する事業や、子育て・

家庭教育支援に資する学級講座、時事や地域の課題に沿った事業展開など、多

様な主催事業を実施しています。また、文化祭をはじめとする各種イベントな

どで、人々の交流を深める事業を展開しています。 

    今後、新たな人が参加しやすい事業への工夫や参加型イベントの展開や、地

域内外の人々の交流を深める事業などを展開し、より多くの人に活用される公

民館を目指します。 

４－２ 子どもの読書活動の推進 

第三次君津市子ども読書活動推進計画をもとに、学校、図書館、行政、地域

団体など、様々な機関・団体との連携・協力により、「子どもが初めて本に出会

うための事業（ブックスタート）や、ブックリストの作成・配布、学校図書館

の充実化など、子どもの成長に沿った読書関連事業を通じて、君津の全ての子

どもたちが読書に親しめる環境の充実と子どもの読書活動の推進を図ります。 

４－３ 図書館サービスの推進 

   中央図書館を中心として、分室、移動図書館それぞれの特性を活かしたサー

ビス網を整備し、中央図書館から距離のある地域の市民や交通弱者にも質の高

い図書館サービスを提供します。 

インターネット等の普及により情報が氾濫する中、市民が必要とする資料、

情報を適切に取捨選択して提供し、学習活動を支援します。 

４－４ 施設の効果的な維持・更新・整備 

    公民館をはじめとする社会教育施設等の老朽化への対策、耐震化などが課題

になっています。また、社会情勢や市民ニーズの変動などに伴い、施設の利用

状況などにも変化があります。社会教育の充実と公共施設マネジメントの視点

を両立させ、幅広い視野で、社会教育施設の安全・安心な施設の維持・更新を

効果的・効率的に進めます。 
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公民館事業            移動図書館（ひまわり号）

【重点目標の設定】 

実施事業（取組み） 指標 
現状値 

（基準年度） 

目標値 

（平成 34年度）

公民館の活用の推進 公民館の年間利用者数 
410,820 人 

（平成 28年度） 
430,000 人 

子どもの読書推進 読書が好きな子どもの割合 

小学 6年生 82.6％ 

中学 3年生 76.0％ 

（平成 29年度） 

増加を目指し

ます 

市民の学習活動の支援 
図書館での問合せ・調査の

処理件数 

9,500 件 

（平成 28年度） 
10,000 件 
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基本目標５ 

「いきいきとした地域コミュニティづくりと 

地域ぐるみで青少年を育む環境の醸成」 

５－１ いきいきとした地域コミュニティづくりの支援 

「まちづくりふれあい講座※17」の実施や、地域コミュニティの力で子どもた 

ちの安全安心を守る「子ども１１０番の家」の活動支援などを通じて、市民 

一人一人が地域や市に理解を深め、地域コミュニティづくりに参画できる環境 

の醸成を図ります。 

また、「コミュニティ・スクール」など学校再編プログラムの「特色ある学 

校づくり」が進む中で、地域と学校が連携をさらに深めます。 

 ５－２ 地域ぐるみで青少年を育む環境の醸成 

    青少年が健やかに成長していくためには、地域の人々の温かな支援が欠かせ 

ません。地区青少年健全育成連絡協議会、青少年相談員連絡協議会や子ども会 

育成連絡協議会など、地域ぐるみで青少年の成長を支える活動・団体への支援 

を行います。 

また、地域の人が持つ様々な知恵や技術を活かし青少年を育むことは、地域 

の人にとっても、新たな活力となります。八重原小学校を会場に実施している 

「放課後子供教室※18」の安定的な運営を目指します。 

【重点目標の設定】 

実施事業（取組み） 指標 
現状値 

（平成 28年度） 

目標値 

（平成 34年度） 

まちづくりふれあい講座 
受講件数 

利用者数 

44 件 

1,424 人 

50 件 

1,500 人 

放課後子供教室の安定運営 
実施回数 

対象学年 

年８回開催 

１～３年生対象 

開催回数の増加 

対象学年の拡大 

______________________________________________________________________________________ 
※17 市政を身近に感じ、理解を深めるために、市職員が出向いて市の事業や施策などについて説

明する講座。
※18 放課後や週末に子どもたちの居場所をつくるため、校庭や教室を開放し、地域住民の協力に

よってスポーツや文化活動ができるようにする取組み。
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基本目標６ 

「豊かな学びと心を育む文化振興の充実」 

６－１ 文化芸術に触れ親しむ環境づくり 

    優れた音楽性を誇り、本市のみならず近隣地域でも広く認知されている君津 

市民文化ホールを拠点とし、指定管理者である公益財団法人 君津市文化振興 

財団と連携し、上質な芸術文化に触れる機会の提供に努めます。各分野の鑑賞 

型の公演はもとより、体験型・出張型・市民参加型の事業を実施し、広く市民 

が身近に親しめるような環境づくりを進めます。 

 ６－２ 文化振興のための市民活動の支援 

市内には、文化芸術活動を行う市民団体が多くあり、その構成は子どもから 

大人まで幅広く、内容も他分野にわたります。市民団体による文化振興のため 

の活動を支援し、連携することで、市民による文化活動や地域間・世代間交流 

の活性化を図ります。 

６－３ 文化財の保護と活用 

県内２位の広大な市域を有し、市内を流れる二大河川の小糸川・小櫃川の流 

域には、多くの貴重な文化財が残されています。これらを調査研究、保護し、 

次世代へ確実に伝えていきます。 

市民一人一人が歴史、自然、文化を楽しく学び、郷土への愛着を育み心豊か

に過ごせるような事業や、観光資源としての視点から、魅力的な活用事業を展

開します。 

また、市内小・中学校と連携し、幼少期からの体験学習等の機会を設け、関

係機関とのネットワークを活かした学習支援の充実を目指します。 

６－４ 地域に残る伝統文化の保護と継承 

市内各地域には、古くから伝わる伝統芸能や神事、年中行事等が今なお引き 

継がれ、世代や生活環境を超えて地域コミュニティを維持する重要な役割を果 

しています。保存会等の団体による後継者育成活動等の支援をとおして、伝統 

文化を保護し、次世代への継承を図ります。 
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    きみつ夢未来コンサート          自然を活かした学習支援 

【重点目標の設定】 

実施事業（取組み） 指標 
現状値 

（平成 28年度） 

目標値 

（平成 34年度）

君津市民文化ホールを拠点

とした文化芸術事業の実施 

君津市民文化ホールの年間

利用者数 
163,244 人 174,000 人 

文化財を有効に活用した 

事業の実施 

活用事業への年間参加者数 
2,124 人 

増加を目指し

ます 
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第５章 計画の推進に向けて 

 １ 計画推進に向けた連携 

計画の推進にあたっては、学校・家庭・地域・行政がそれぞれの役割と責任を

果たすとともに、多様な主体が連携しながら、社会全体が協働して教育の向上に

取組むことが重要です。 

また、教育を取り巻く環境の変化により、様々な課題が顕在化・複雑化してい

ることから、教育委員会だけでなく、子育て・保健福祉・防災部門など市長部局

と連携・協力を図りながら効果的な施策の推進を図ります。 

２ 各年度における点検・評価及び計画の見直し

   計画の点検・評価を定期的に実施し、その結果に基づき改善や見直しを行うＰ

ＤＣＡサイクルにより、計画の実効性と有効性を検証するとともに、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律に基づき、結果を公表します。 

   また、社会情勢や財政状況の変化等により、新たな課題への対応が必要な場合

は、計画期間中であっても適宜計画の見直しを行います。 

学校 

地域 行政 

家庭 
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資 料 編 
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＜学校施設一覧＞

　１　八重原小学校
　２　南子安小学校
　３　周西小学校
　４　大和田小学校
　５　坂田小学校
　６　貞元小学校
　７　周南小学校
　８　中小学校
　９　小糸小学校
１０　秋元小学校
１１　三島小学校
１２　小櫃小学校
１３　久留里小学校
１４　松丘小学校
１５　坂畑小学校
１６　北子安小学校
１７　外箕輪小学校
１８　君津中学校
１９　周西中学校
２０　周南中学校
２１　小糸中学校
２２　清和中学校
２３　小櫃中学校
２４　久留里中学校
２５　松丘中学校
２６　亀山中学校
２７　周西南中学校
２８　八重原中学校

１　施設配置図

　（１）学校施設
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＜社会教育関連施設一覧＞

　１　生涯学習交流センター（君津中央公民館）
　２　君津中央公民館（貞元分館）
　３　八重原公民館
　４　周西公民館
　５　周南公民館・中央図書館周南分室
　６　小糸公民館・中央図書館小糸分室
　７　清和公民館・中央図書館清和分室
　８　小櫃公民館・中央図書館小櫃分室
　９　上総地域交流センター（上総公民館）
　　　・中央図書館上総分室
１０　上総公民館亀山分館香木原支館
１１　久留里城址資料館
１２　漁業資料館
１３　市民文化ホール
１４　きみつ自然体験センター清和ふれあい館
１５　下町集会所
１６　中央図書館（地域情報センター含む）
１７　中央図書館市民体育館分室

　（２）社会教育施設

1 5
9

1 6
1 7
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 ２ 君津市の現状データ 

（１）君津市の人口 

出典：実績は総務省「国勢調査」 

                     推計は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」から作成 

（２）学校数の推移 

    ・昭和４６年９月１日  市制施行君津市教育委員会設置 

                小学校１８校、中学校９校、幼稚園１園 

    ・昭和５０年４月１日  南子安小学校新設開校 

    ・昭和５８年４月１日  北子安小学校新設開校 

    ・昭和６０年４月１日  周西南中学校新設開校 

    ・昭和６２年４月１日  八重原中学校新設開校 

    ・昭和６３年３月３１日 香木原小学校廃校 

    ・平成 ６年４月１日  外箕輪小学校開校 

    ・平成１１年３月３１日 鹿野山小学校閉校 

    ・平成１４年３月３１日 福野小学校閉校 

    ・平成２３年３月３１日 蔵玉小学校閉校 

77,286

93,216
89,168

79,500

65,807

19,311 15,772

11,005
7,411 5,474

51,142

65,234

56,814

45,301

34,697

6,832
12,159

21,219

26,788

25,636

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

1980年
（S55）

1985年
（S60）

1990年
（H2）

1995年
（H7）

2000年
（H12）

2005年
（H17）

2010年
（H22）

2015年
（H27）

2020年
（H32）

2025年
（H37）

2030年
（H42）

2035年
（H47）

2040年
（H52）

総人口 年少人口

（0～14歳）
生産年齢人口

（15～64歳）
老年人口

（65歳以上）

推計実績

（人）
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【平成２９年度現在学校一覧】 

（３）児童生徒数及び学校数の推移 

0

5

10

15

20

25

30

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

児童・生徒数 学校数

（校）（人）

昭和57年度
12,906人

平成29年度
5,787人

※推計値

H30～35

31

28

（小学校） １．八重原小学校  ２．南子安小学校  ３．周西小学校 

４．大和田小学校  ５．坂田小学校   ６．貞元小学校 

７．周南小学校   ８．中小学校    ９．小糸小学校 

１０．秋元小学校  １１．三島小学校  １２．小櫃小学校 

１３．久留里小学校 １４．松丘小学校  １５．坂畑小学校 

     １６．北子安小学校 １７．外箕輪小学校  

（中学校） １．君津中学校   ２．周南中学校   ３．周西中学校 

      ４．小糸中学校   ５．清和中学校   ６．小櫃中学校 

７．久留里中学校  ８．松丘中学校   ９．亀山中学校 

１０．周西南中学校 １１．八重原中学校 

（幼稚園） １．周西幼稚園 
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（４）社会教育施設の利用状況 

①公民館 

②図書館 

394,491 385,259 

427,380 411,866 410,820 

35,114 33,706 35,606 35,736 35,527 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H24 H25 H26 H27 H28

人数

回数

199,016 193,410 180,019 
173,399 163,054 

26,452 27,392 
27,313 

26,152 
23,287 1,006,189 947,724 

880,561 830,264 784,711 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H24 H25 H26 H27 H28

利用者数

（中央図書館）

利用者数

（分室・移動図書館）

貸出数

（人・回）

（人） （冊）
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③君津市民文化ホール 

④久留里城址資料館 

⑤漁業資料館 

175,120 

180,088 
177,543 178,455 

163,244 

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

175,000

180,000

185,000

H24 H25 H26 H27 H28

21,467 

16,660 
19,899 

23,573 23,134 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H24 H25 H26 H27 H28

794 800 

979 

1,455 

1,030 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H24 H25 H26 H27 H28

（人）

（人）

（人）
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（５）体育施設の利用状況 

①学校開放 

   ②内みのわ運動公園 

   ③市民体育館 

63,358 
52,752 

49,435 
53,980 59,944 

168,544 
157,252 154,138 159,296 

150,548 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

H24 H25 H26 H27 H28

グラウンド

体育館

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

H24 H25 H26 H27 H28

野球場

陸上競技場

庭球場

卓球場

プール

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H24 H25 H26 H27 H28

主体育室

小体育室

弓道場

65,350 62,927 63,772 65,090
60,607

42,692 44,628

38,164 39,055 40,273

（人）

（人）

（人）



35 

④スポーツ広場 

   ⑤君津メディカルスポーツセンター 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H24 H25 H26 H27 H28

君津グラウンド・ゴルフ場

貞元仮運動場（サッカー場）

貞元仮運動場（野球場）

久留里市民プール（屋外）

松丘スポーツ広場（サッカー場）

松丘スポーツ広場（ゲートボール場）

松丘スポーツ広場（野球場）

久留里スポーツ広場（庭球場）

久留里スポーツ広場（野球場）

小櫃スポーツ広場（ゲートボール場）

小櫃スポーツ広場（野球場）

清和スポーツ広場（庭球場）

小糸スポーツ広場（野球場）

1,737 

1,852 
1,908 

1,782 

1,835 

1,650

1,700

1,750

1,800

1,850

1,900

1,950

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H24 H25 H26 H27 H28

スポーツプラザ

（温水プール・人工温泉）

勤労者総合福祉センター

（トレーニングルーム・サウ

ナ・フィットネススタジオ）

君津緩衝緑地公園

（テニスコート）

会員数

243,404

205,298

252,058
252,126

229,907

62,590

71,531

81,085

73,130
68,168

（人）

（人）
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